
当たり前の労働運動を展開し、
ＪＲ東海労の未来を切り拓こう！
全地本定期大会が成功裡に終了！

新
幹
線
関
西
地
本
は
７
月

日
、
吹
田
市
立
勤
労
者
会

10館
で
第

回
定
期
大
会
を
開

22

催
し
ま
し
た
。
大
会
は
、
山

口
副
委
員
長
の
司
会
で
始
ま

り
、
議
長
に
今
田
（
大
阪
第

二
運
輸
所
分
会
）、
有
村
（
関

西
地
区
分
会
）
両
代
議
員
を

選
出
し
ま
し
た
。

小
林
委
員
長
は
、
挨
拶
で

「
職
場
で
展
開
さ
れ
て
い
る

強
権
的
な
職
場
支
配
を
許
さ

な
い
闘
い
、
本
人
訴
訟
な
ど
、

不
当
な
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
に

対
す
る
闘
い
を
強
化
し
よ

う
。
戦
争
の
で
き
る
国
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
安
倍
政
権

の
暴
走
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
よ

う
。
言
い
な
り
に
な
る
労
働

組
合
・
人
間
づ
く
り
に
反
対

し
て
い
こ
う
。
出
向
先
、
地

域
の
労
働
者
と
積
極
的
に
連

帯
を
つ
く
り
出
そ
う
。
結
成

年
、
こ
の
間
の
闘
い
を
し

25っ
か
り
と
確
認
し
、
さ
ら
に

前
進
し
て
い
こ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
摂
津
平
和

人
権
セ
ン
タ
ー
用
殿
議
長
、

『
新
聞
う
ず
み
火
』
矢
野
代

表
、
大
阪
労
働
者
弁
護
団
定

岡
弁
護
士
、
Ｊ
Ｒ
西
労
関
西

地
域
本
部
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組

関
西
地
本
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
本

部
お
よ
び
各
地
本
、
地
本
Ｏ

Ｂ
会
、
鉄
道
フ
ァ
ミ
リ
ー
よ

り
連
帯
の
挨
拶
を
頂
き
ま
し

た
。質

疑
で
は
、

名
の
代
議

12

員
か
ら
、
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト

攻
撃
に
対
す
る
本
人
訴
訟
の

闘
い
に
つ
い
て
、
安
倍
政
権

の
暴
走
を
許
さ
ず
、
労
働
者

名
古
屋
地
本
は
７
月
20

日
、
牧
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第

回
26

定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
大
会
は
小
屋
敷
副
委
員

長
の
司
会
で
始
ま
り
、
議
長

に
乗
務
員
分
科
会
太
田
代
議

員
を
選
出
し
ま
し
た
。

山
田
委
員
長
は
、
挨
拶
で

「
今
回
の
参
議
院
選
挙
の
結

果
、
改
憲
の
動
き
が
加
速
す

る
。
反
戦
・
平
和
の
闘
い
を

強
化
し
よ
う
。
三
重
県
労
働

委
員
会
勝
利
の
成
果
を
元
に

中
労
委
の
闘
い
を
推
し
進
め

よ
う
。
要
員
問
題
を
は
じ
め

と
す
る
職
場
で
発
生
し
て
い

る
諸
問
題
解
決
に
向
け
奮
闘

す
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
本
部
小
林

委
員
長
、
同
越
坂
業
務
担
当

部
長
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
東
海

地
本
細
川
委
員
長
、
新
幹
線

地
本
伊
藤
企
画
部
長
、
静
岡

地
本
山
本
委
員
長
、
新
幹
線

関
西
地
本
三
田
副
委
員
長
、

名
古
屋
地
本
Ｏ
Ｂ
会
原
会

長
、
㈱
鉄
道
フ
ァ
ミ
リ
ー
加

藤
営
業
担
当
部
長
、
Ｊ
Ｒ
総

連
議
員
団
楠
副
団
長
（
関
ヶ

原
町
議
）
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

結
成

年
の
節
目
の
今
大

25

会
で
は
、
国
鉄
改
革
そ
し
て

Ｊ
Ｒ
東
海
労
結
成
以
降
今
日

ま
で
、
闘
い
の
中
心
的
役
割

を
果
た
し
て
き
た
今
井
副
委

員
長
か
ら
「
労
働
運
動
の
火

を
消
さ
な
い
」
と
題
し
特
別

講
演
を
受
け
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
代
議
員
か
ら

こ
の
一
年
間
の
取
り
組
み
の

報
告
や
様
々
な
職
場
の
問
題

が
発
言
さ
れ
、
特
に
ボ
ー
ナ

ス
カ
ッ
ト
や
年
休
問
題
な
ど

解
決
の
た
め
に
闘
う
決
意
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

荻
野
書
記
長
の
総
括
答

弁
、
山
田
委
員
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
大
会
は
成
功
裡

に
終
了
し
ま
し
た
。

央
新
幹
線
の
大
阪
延
伸
の
前

倒
し
建
設
に
伴
う
政
府
か
ら

の
財
政
融
資
は
、
第
二
の
国

鉄
と
警
告
し
て
い
る
。
計
画

は
、
財
政
投
融
資
か
ら
３
兆

円
の
融
資
を
０
．
３
％
の
固

定
金
利
で
の
融
資
。
金
利
が

上
昇
し
た
場
合
、
固
定
金
利

の
財
投
債
に
評
価
損
が
発
生

し
、
税
金
で
穴
埋
め
す
る
可

能
性
が
出
て
く
る
。
国
鉄
時

代
、
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
を
建

設
し
た
手
法
と
同
じ
で
あ
る

▼
２
０
４
５
年
の
人
口
は
１

億
人
を
割
り
、
新
幹
線
を
利

用
す
る
労
働
人
口
は
ほ
ぼ
半

減
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

リ
ニ
ア
品
川
～
大
阪
間
の
総

輸
送
量
を
、
２
０
１
１
年
の

東
京
～
新
大
阪
間
の
新
幹
線

の
輸
送
実
績
の
１
．
２
倍
以

上
と
見
込
ん
で
い
る
Ｊ
Ｒ
東

海
を
、
Ｊ
Ｂ
は
指
摘
し
て
い

る
▼
Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
、
こ
の

問
題
を
重
要
視
し
「
『
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
建
設
』
報
道

に
関
す
る
申
し
入
れ
」
（
申

第
２
号
）
を
行
っ
た
。
し
か

し
、
会
社
は
労
使
協
議
を
拒

否
し
、
窓
口
で
も
質
問
に
全

く
答
え
に
な
っ
て
い
な
い
回

答
で
あ
っ
た
▼
工
事
着
工
後

も
、
沿
線
住
民
は
勿
論
、
山

岳
団
体
や
自
然
保
護
団
体
か

ら
建
設
中
止
を
求
め
て
い

る
。
ア
ル
プ
ス
で
は
絶
滅
危

惧
種
が
さ
ら
に
発
見
さ
れ
て

い
る
▼
こ
れ
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
東

海
が
建
設
あ
り
き
で
進
め
て

い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

直
ち
に
建
設
を
中
止
せ
よ
！

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

（１）第３７６号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１６年（平成２８年）８月１日

２０１６年

８月１日

第３７６号

Ｊ
Ｂ
（
ジ
ャ
パ
ン
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ジ
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７
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に
よ
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と
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リ
ニ
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中
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・
市
民
・
近
畿
地
協
の
仲
間

と
の
連
帯
の
強
化
に
つ
い

て
、
職
場
諸
要
求
の
獲
得
、

効
率
化
反
対
、
検
査
周
期
延

伸
に
対
す
る
闘
い
に
つ
い

て
、
出
向
先
の
労
働
条
件
の

改
善
に
つ
い
て
、
今
後
の
組

織
体
制
に
つ
い
て
な
ど
の
発

言
が
積
極
的
に
出
さ
れ
ま
し

た
。畑

野
書
記
長
の
総
括
答
弁

を
行
い
、
新
た
な
役
員
体
制

を
確
立
し
、
大
会
は
成
功
裡

に
終
了
し
ま
し
た
。

新
幹
線
関
西
地
本
第

回
定
期
大
会

22

名
古
屋
地
本
第

回
定
期
大
会

26

結成25年記念大集会に
参加しよう！

集会名 「ＪＲ東海労結成25年記念大集会

東海の地から労働運動の炎（ひ）を燃

え上がらせよう！」

日 時 2016年９月25日（日）13時30分より

９月26日（月）11時まで

会 場 熱海ニューフジヤホテル



静
岡
地
本
は
７
月

日
、

21

静
岡
労
政
会
館
で
第

回
定

27

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
曽
布
川
副
委
員
長

の
司
会
で
始
ま
り
、
議
長
に

鈴
木
直
（
浜
松
運
輸
区
分
会
）

代
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

山
本
委
員
長
は
挨
拶
で
、

「
参
議
院
選
挙
で
は
改
憲
勢

力
が
３
分
の
２
以
上
の
議
席

を
確
保
し
た
。
平
和
・
人
権

・
民
主
主
義
の
闘
い
を
強
化

し
て
い
く
。
組
合
掲
示
物
不

当
撤
去
行
政
訴
訟
控
訴
審
は

い
よ
い
よ
大
詰
め
と
な
っ

た
。
最
後
ま
で
全
力
で
闘
う
。

組
合
員
が
出
向
し
て
い
る
会

社
と
団
体
交
渉
を
開
催
し

た
。

歳
以
降
の
労
働
条
件

60

改
善
と
併
せ
て
闘
っ
て
い

く
」
と
訴
え
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
本
部
小
林

委
員
長
、
新
幹
線
地
本
杉
澤

書
記
長
、
名
古
屋
地
本
山
田

委
員
長
、
新
幹
線
関
西
地
本

畑
野
書
記
長
、
地
本
Ｏ
Ｂ
会

鍋
島
会
長
よ
り
挨
拶
を
受
け

ま
し
た
。

質
疑
で
は
「
少
人
数
の
職

場
で
は
欠
員
が
出
て
も
補
充

が
さ
れ
な
い
」
「
富
士
運
輸

区
の
組
合
員
が
自
宅
か
ら
近

い
浜
松
運
輸
区
に
転
勤
に
な

っ
た
が
、
浜
松
か
ら
静
岡
に

通
勤
す
る
組
合
員
は

年
経

17

っ
て
も
会
社
は
戻
す
気
が
な

い
。
引
き
続
き
要
求
し
て
い

く
」
「
会
社
が
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ

ニ
オ
ン
組
合
員
に
不
当
処
分

と
出
向
を
発
令
し
た
こ
と
に

対
し
、
地
本
と
分
会
で
会
社

を
糾
弾
す
る
見
解
掲
示
を
出

し
た
と
こ
ろ
、
ユ
ニ
オ
ン
分

会
長
が
『
掲
示
を
剥
が
せ
』

と
言
っ
て
き
た
。
ユ
ニ
オ
ン

静
岡
地
本
は
見
解
に
対
す
る

『
抗
議
声
明
』
を
出
し
た
。

分
会
は
、
見
解
と
抗
議
声
明

を
読
み
比
べ
て
、
私
た
ち
の

主
張
を
訴
え
る
掲
示
を
掲
出

し
て
い
る
」
な
ど
の
発
言
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

渡
辺
書
記
長
は
、
総
括
答

弁
で
「
結
成

年
で
、
私
た

25

ち
の
組
織
は
確
実
に
強
化
さ

れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
労
の

魅
力
は
何
か
と
聞
か
れ
た

ら
、
当
た
り
前
の
労
働
運
動

を
行
っ
て
い
る
と
、
堂
々
と

答
え
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
た
に
就
任
し

た
植
松
委
員
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
大
会
は
成
功
裡
に

静
岡
地
本
は
７
月

日
、

14

組
合
員
が
出
向
し
て
い
る
新

生
テ
ク
ノ
ス
株
式
会
社
と
団

体
交
渉
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
交
渉
に
は
、
新
生
テ
ク
ノ

ス
に
出
向
し
て
い
る
組
合
員

も
出
席
し
ま
し
た
。

申
し
入
れ
内
容
は
、
①
土

休
日
の
停
電
工
事
を
解
消
す

新
幹
線
地
本
と
新
幹
線
関

西
地
本
の
組
合
員
が
そ
れ
ぞ

れ
行
っ
て
い
る
不
当
ボ
ー
ナ

ス
カ
ッ
ト
の
本
人
訴
訟
で
、

９
月
以
降
、
証
人
尋
問
が
連

続
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。
日
程
は
、
以
下
の
通

り
で
す
。

【
成
田
隆
浩
さ
ん
訴
訟
】

９
月

日

時

23

10

原
告
側
：
木
藤
純
宏
さ
ん

被
告
側
：
中
村
嗞
助
役
、
増

田
誠
助
役

月

日

時

分

10

19

13

20

原
告
側
：
成
田
隆
浩
さ
ん

被
告
側
：
渡
辺
幸
一
総
括
助

役
い
ず
れ
も
東
京
地
裁
５
２

７
号
法
廷

【
共
同
Ⅰ

島
津
力
さ
ん
】

月
６
日

時
、
大
阪
地
裁

10

10

６
０
８
号
法
廷

原
告
側
：
島
津
力
さ
ん

被
告
側
：
平
野
光
彦
助
役

（
当
時
）
、
横
田
浩
平
助
役
、

丹
藤
裕
一
助
役
、
前
北
昭
彦

助
役
、
松
本
敏
彦
助
役
（
当

時
）
、
坊
農
勝
彦
助
役
、
芝

原
道
治
助
役
、
吉
見
親
史
助

役
（
当
時
）

【
同

山
口
敏
明
さ
ん
】

月

日

時
、
大
阪
地
裁

10

17

10

７
０
８
号
法
廷

原
告
側
：
山
口
敏
明
さ
ん

被
告
側
：
櫻
田
充
助
役
、
新

井
正
行
助
役
、
安
井
博
指
導

科
長
、
勝
見
隆
副
所
長
（
当

時
）
、
北
野
満
雄
助
役
、
中

嶋
均
助
役
、
坂
下
昇
助
役

【
同

田
川
裕
之
さ
ん
】

月

日

時
、
大
阪
地
裁

10

24

10

７
０
８
号
法
廷

原
告
側
：
田
川
裕
之
さ
ん

被
告
側
：
山
田
浩
実
助
役
、

野
田
充
助
役
、
岡
田
和
幸
助

役
、
米
原
康
雄
助
役
、
平
野

光
彦
助
役
（
当
時
）
、
柴
田

恭
宏
助
役

【
同

渡
邊
幹
夫
さ
ん
】

月

日

時
お
よ
び

月

11

14

10

12

５
日

時
、
大
阪
地
裁
７
０

10

８
号
法
廷

原
告
側
：
渡
邊
幹
夫
さ
ん

被
告
側
：
広
瀬
賢
一
助
役
、

山
田
浩
実
助
役
、
奥
田
瑞
穂

助
役
、
田
中
正
雄
助
役
（
当

時
）
、
森
内
雅
一
助
役
、
加

古
和
典
助
役
、
平
野
光
彦
助

役
（
当
時
）
、
坊
農
勝
彦
助

役
、
佐
藤
正
一
助
役
（
当
時
）
、

前
北
昭
彦
助
役
、
片
山
康
一

助
役
、
丹
藤
裕
一
助
役
、
横

田
浩
平
助
役

（２）第３７６号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１６年（平成２８年）８月１日

終
了
し
ま
し
た
。

る
こ
と
。
②
土
休
日
出
勤
に

伴
う
代
休
付
与
に
よ
っ
て
年

休
が
失
効
さ
れ
る
た
め
、
年

休
を
付
与
す
る
こ
と
。
③
希

望
日
に
年
休
を
付
与
す
る
こ

と
。
④
在
来
電
力
３
系
統
（
電

車
線
、
電
灯
、
変
電
）
業
務

に
つ
い
て
、
主
任
職
は
一
つ

の
系
統
の
専
門
職
と
し
て
業

務
を
遂
行
し
て
き
た
が
、
新

生
テ
ク
ノ
ス
の
業
務
体
制
は

ど
う
確
立
さ
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
出
向
社
員
を
受

け
入
れ
る
時
は
、
本
人
の
希

望
を
尊
重
し
て
担
務
さ
せ
る

こ
と
。
⑤
若
年
出
向
者
は
土

地
勘
が
な
い
場
所
で
勤
務

し
、
安
全
上
問
題
で
あ
る
。

考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
、
の
５
項
目
で
す
。

５
項
目
に
対
し
て
は
対
立

に
終
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
年
の
出
向
者
か
ら
作
業
服

は
１
着
し
か
貸
与
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
問
題
に
し
た
と

こ
ろ
、
テ
ク
ノ
ス
側
よ
り
「
至

急
手
配
す
る
」
と
の
回
答
を

受
け
ま
し
た
。

静
岡
地
本
第

回
定
期
大
会

27

※
新
幹
線
地
本
第

回
定

22

期
大
会
の
記
事
は
、
本
紙

３
７
５
号
に
掲
載
し
て
あ

り
ま
す作業服貸与増を勝ち取る！

静岡地本、新生テクノスと団交
出向先会社との団交は４地本で貫徹！

管
理
者
の
デ
ッ
チ
上
げ
を
許
さ
な
い
ぞ
！

本
人
訴
訟
、
証
人
尋
問
決
ま
る

各地方本部2016年度役員体制
新幹線地本 静岡地本 名古屋地本 新幹線関西地本

執 行委 員長 成田 隆浩 植松 昌彦 山田 哲也 小林 國博
執行副委員長 小林 正明 渡辺 靖之 小屋敷治行 山下 博

〃 土川 節夫 木下 孝尚 丹羽 成生 三田 憲一
〃 上田 和宏 浦谷 幸二

書 記 長 杉澤 秀則 半場 弘恭 荻野 隆一 畑野 浩孝
執 行 委 員 庭山 義輝 伏見 和幹 加藤 正利 山内 道廣

〃 木藤 純宏 曽布川忠宏 御辺 尚久 宮内 省吾
〃 田村 浩彰 渡辺 正 堀部 肇 笹田 伸治
〃 小林 昇 宮澤 克明 今井 一夫 下茂 春美
〃 剱持 善昭 岩本 久 中山 喜弘 島津 力
〃 伊藤 一也 鈴木 一幸 王丸 恭市
〃 安久沢雅行 渡邊 幹夫
〃 多田 一夫
〃 熊澤 守

会計監査員 佐久間 努 高科 睦治 中山 孝宏 竹本 真一
〃 神保 亨 木村 増男 森中 康夫 松坂 正之

サークル行事案内
◆第24回ゴルフ大会

９月６日（５日前泊・懇親会）
ムーンレイクゴルフクラブ

◆第25回バレーボール・テニス大会
11月８～９日
熱海市網代


